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船舶事故調査報告書 

 

                             平成２７年８月２０日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

委   員  庄 司 邦 昭（部会長） 

委   員  小須田   敏 

委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 衝突 

発生日時 平成２６年７月２０日 ０２時００分ごろ 

発生場所 鹿児島県十島
と し ま

村横
よこ

当
あて

島南南西方沖 

 曽
そ

津高
つ こ う

埼灯台から真方位３２４°２２.５海里（Ｍ）付近 

 （概位 北緯２８°３３.４３′ 東経１２８°５３.２０′） 

事故調査の経過  平成２６年７月３１日、本事故の調査を担当する主管調査官（那覇

事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

Ａ 漁船 第三弘
こう

漁
りょう

丸、９.９７トン 

ＫＧ２－１７４６（漁船登録番号）、個人所有 

１０.９３ｍ（Lr）×２.８４ｍ×１.２８ｍ、ＦＲＰ 

ディーゼル機関、１８３.８８kＷ、昭和５１年１２月２１日 

第２９５－４２８３１号（船舶検査済票の番号） 

Ｂ 船種船名不詳       

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ 男性 ３８歳 

一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

      免許登録日  平成１２年６月１６日 

    免許証交付日 平成２１年１１月１２日 

            （平成２７年６月１５日まで有効） 

Ｂ 不明 

 死傷者等 Ａ なし 

Ｂ 不明 

 損傷 Ａ 右舷船首部外板に亀裂 

Ｂ 不明 

 事故の経過 Ａ船は、船長Ａが１人で乗り組み、横当島周辺において一本釣り漁

を終え、平成２６年７月１９日２１時００分ごろ漁場移動しようと、

黄色回転灯及び後部甲板の作業灯を表示し、６Ｍレンジとしたレーダ

ーを作動させ、約３ノットの速力で自動操舵により南南西進した。 

船長Ａは、航行を始めて間もなく、他船を認めなかったので、操舵

室の前方に設けられた居住区で横になっていたところ、眠ってしま

い、２０日０２時００分ごろ、横当島南南西方沖において、船舶と衝
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突した衝撃を感じた。 

 船長Ａは、衝撃を受けて目が覚め、周辺海域を確認したところ、Ｂ

船を認めたが、Ｂ船がそのまま航行を続けたので、船名等を確認でき

なくなった。 

船長Ａは、Ａ船の損傷状況を確認し、予定していた漁場での操業を

取りやめて帰航中、自家消費用の漁をした後、鹿児島県奄美市名瀬
な ぜ

港

に入港した。 

船長Ａは、入港後、海上保安庁に本事故の発生を通報した。 

（写真１参照） 

 

 

 

 

 

 

   写真１ Ａ船 

（付図１ 事故発生経過概略図 参照） 

 気象・海象 

 

気象：天気 晴れ、風 なし、視界 良好 

海象：海上 平穏  

 その他の事項 

 

船長Ａは、Ｂ船が大型船だと思った。 

船長Ａは、出港後、二晩目の夜であり、疲労を感じていた。 

Ａ船は、法定灯火を表示していなかった。 

Ａ船のレーダーは、障害物に接近すれば、警報が鳴る機能を備えて

いたが、本事故時、本船が横当島に接近して航行したので、警報を切

っていた。 

Ａ船の操舵室には、操縦席がなかった。 

本事故発生時刻に本事故発生場所付近を航行した船舶のＡＩＳ情報

を入手したが、本事故発生への同船舶の関与を明らかにすることがで

きなかった。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

Ａ あり、Ｂ 不明 

Ａ なし、Ｂ 不明 

Ａ なし、Ｂ 不明 

 Ａ船は、横当島南南西方沖を南南西進中、Ａ船の船首部と航行中の

Ｂ船とが衝突したものと考えられるが、Ｂ船を特定できなかったこと

から、衝突に至った状況を明らかにすることはできなかった。 

 Ａ船は、法定灯火を表示せず、本事故時、黄色回転灯及び後部甲板

の作業灯を表示していたものと考えられる。 

 船長Ａは、居住区で寝ていたものと考えられる。 

原因 本事故は、夜間、横当島南南西方沖において、Ａ船が南南西進中、

 

居住区 

操舵室 
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Ｂ船が航行中、両船が衝突したことにより発生したものと考えられ

る。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・周囲の見張りを行うこと。 

・日没から日出までは法定灯火を表示すること。 

 

             付図１ 事故発生経過概略図 

 
   

 

名瀬港 

   事故発生場所 

（平成２６年７月２０日 

０２時００分ごろ発生） 

横当島 

奄美大島 

領海線 


